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本研究では 2011年東北地方太平洋沖地震・津波発生に伴う地球磁場変動に関する解析結果を報告する．
我々の研究グループは現在，細倉（宮城県）と奥多摩（東京都）に観測地点を設け，地球磁場を継続的に観測してい

る．細倉観測地点では，宮城県栗原市にある細倉鉱山において，2004年 3月以降，我々は 1対のフラックスゲート磁力
計を用いた地磁気 3成分観測を行っている．1台は地下 70mの坑道内に設置され，もう 1台は地表下 1mに設置されて
いる．地中磁力計は 0.5秒サンプリング，地上磁力計は 1秒サンプリングで記録し，どちらの観測データも GPSによっ
て時刻同期されている．一方，奥多摩についてもフラックスゲート磁力計を用いた地磁気 3成分観測を行っている．

2011年 3月 11日に 2011年東北地方太平洋沖地震（Mw9.0）が発生した．細倉観測地点と震源域までの距離は百数十
kmである．各観測点での観測結果には，巨大津波によって発生した注目すべき磁場変化が見られた．磁場の 1秒値観測
データを用いることで非常に明確な変化が明らかとなった．本発表ではこれらの磁場変化について検討した結果を報告
する．特に，電離層密度（TEC）変化との比較を行い，その関連性を示す．この結果は東北地方太平洋沖地震発生時に観
測された地球磁場変化が電離層内の変化によって引き起こされた強い可能性を示唆している．
これらの陸域で観測された磁場変化は，沿岸部への津波の最大波が到達する 30分以上前に観測されており，今後のさ

らなる研究により，磁場観測を用いた巨大津波警報システムを実現することも可能となるだろう．
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